





なると止まらなくなる、国士舘史資料室福原一成氏から、ブラジルで野球指導をしていた事実を是非とも書いてほしいとの熱い言葉に、少し めらいがあったがお受けし 、一九八二（昭和五七）年に『国士舘大学新聞』に寄稿 たものを現在の思いも少し入れながら書くことにした。
私が灼熱とサンバ、そしてサッカーの国ブラジルへ行
















パウロに向け、成田空港を出発した。一人旅の気楽さと不安と寂しさが入り混じっての空の旅だったが、隣り合わせた日系人男性や窓側のブラジル女性と、すぐ話が弾みサンパウロ・カンピーナスヴィ コッポス国際空港まで楽しい空の旅が出来、思いがけない旅 会いを楽しんではいたが、私はポルトガル語 話せなかった で隣の日系人男性 窓側の女性との通訳をして頂いて助かったことを覚えている。
長い長い空の旅も終り、いよいよブラジルである。空
から初めて見るブラジルは緑色のジャングル、乾ききった赤色の土、赤色 屋根瓦でそれぞれのコ トラストがとても暑さを感じさせた。そして上 から見る広大なブラジルの領土は、さすが日本領土の二三倍もある領土感を改めて深くした。ブラジル 気候 冬であっ が内陸性気候のため日中はかなり温度が上がり半袖姿の人が多く見受けられ 。
翌日、少年野球使節団のサンパウロ到着を迎えるた




に着いたが、少年野球使節団一行が搭乗した飛行機が二時間遅れた め 空港で長い時間待つことになってしまいタクシーの中で冷や汗が出る焦りは何だったか、出迎えの日伯野球連盟関係者も待ちくたびれてしまっていた。しかし江藤団長を先頭に 達が空港のゲートから顔を見せると歓声を上げて走り寄り、お互 しっかりと手を握り合って た。
歓迎夕食会では、少年達は食欲旺盛で元気な姿を見せ



















のスドエステ選抜軍を皮切りに オエステ選抜軍と合わせて二試合、サンパウロ市ボンレチーノ球場でのサンパウロＡＢＣ軍、カピタル選抜軍との二試合、マリンガ市マリンガ球場でのパラナ と二試合 プレデン 市球場でのプレデンテ選抜軍と二試合などと、一〇日間連日移動しながらの試合 あったが、子供達は良く頑張り、敗け知らずに一〇連勝することが出来て内心ほっとしていた。
ブラジルの少年達は、日本の少年に比べ体力に恵まれ
ているので、練習方法を改善し技術のレベルアップをはかれば、かなり強いチームが出来あがると思われた。しかし当時は ブラジル野球界には優秀な指導者が不足しているため地方チームのレベルアップはなかなか困難のようであっ 。少年達は、一生懸命プレーを ているにもかかわらずポイントをついた指導がなされてないた
め、練習も試合も、しまりがない野球になってしまっていた。また、礼儀作法や精神面の指導もまだまだ出来ていな チームが多かった感をもちな らの転戦であった。
次の球場への移動は専用大型バスで動いたが、バスか























ている地方でもある。サンパウロ中心か 西へ車両で約四五分の所にある。途中の街道沿いに 、民家や工場が軒並み建てられており、近い将来この分校の周辺も大変賑やかになると思われる。分校の周辺には牧場や畑や林、別荘などあり、すばらしい景色 そのすばらしい環境の中 国士舘大学武道館を建設してい
当時の道路状況を思い返すと、幹線道路は整備されて
いたが、分校の敷地に入る道路は雨が降るとドロドロになる土を固めた道であって、大雨の日はヴァルジェングランデ商店街に行くのが困難な状況であった。現在聞くところによると細い道まで舗装され環境が整 ていのこ 。サンパウロ市のベットタウン化して大きく発展している住宅街になっているという（※国士舘大学武道館は完成したが現在はブラジル日本文化福祉協会へ譲渡しサン・ロケ市がスポーツ大会等に使用している） 。
以来、私はこの分校に三八日間滞在し、朝は囀る小鳥
















































と、懐かしい想い出が走馬灯のように胸中をよぎる。少年達 の別れに幾度か流した熱い涙は、たとえ言葉が通じなくとも真心は通じるものという貴重な体験を得た。日本に居る きに抱いていたブラジルのイメージは現地に行って全く新しく塗り変えられて まった。人も景色もスケールが大きく、全てを抱擁し尽す。 さに世界一の大河を抱く大国ブラジルである。
最後に今回の寄稿に関し、故柴田梵天先生にブラジル
行きを命じられ、三か月の体験・経験を与え 頂いたことに心から感謝申し上げたい。先生にこの声がもう一度届くことを願う。また冒頭 申し上げた国士舘史資料室の福原一成氏に寄稿を薦められ、永久に『楓厡』に文字として残すことが出来たことを御礼申し上げ、国士舘大学硬式野球部ＯＢの一人がブラジルの地に野球の苗木を植えられたことを誇りに思うとともに ブラジ 人から大選手が出てくることを期待する。
マナウス川遊びの船頭と筆者（左）
